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害されることを報告した。Girdin はセリンスレオニンキナーゼ Akt1 の基質として同定され









大腸菌を宿主としてベイトとなる GST 融合タンパク質（GST、GST-Girdin NT、GST-Girdin 
CT2）を合成・精製した。次に、これらを固相化したセファロースビーズを脳室下帯抽出液
と混合し、相互作用タンパク質を濃縮した。このビーズ画分に 1M 塩化ナトリウム溶液を
加えて溶出させたタンパク質を LC-MS/MS により分析し、GST-Girdin CT2 に特異的な 198
タンパク質を同定した。これらを Gene Ontology terms によって分類し、「移動」あるいは「細
胞骨格」に分類された 33 分子を選出した。さらに、「移動」及び「細胞骨格」の両方に分
類された 4 分子のうち、微小管結合タンパク質 CLASP2 に着目し解析した。免疫染色の結
果、CLASP2 と Girdin は脳室下帯のほぼすべての新生ニューロンに発現し、細胞内で共局在
することが分かった。また、Girdin および CLASP2 のフラグメントタンパク質を用いたプル
ダウンアッセイにて CLASP2-M 領域が Girdin-CT と共沈降したことから、CLASP2 は同部位











報告がある。今回、CLASP2 と Girdin は複合体を形成し、新生ニューロン内で共局在する
ことが確認されたことより、Girdin-CLASP2 相互作用がニューロン移動に関与する可能性
がある。一方、Girdin は Hook protein ファミリーの微小管結合領域の配列と相同性を有す
ることから HkRP1 (Hook-related protein1)とも呼ばれる。Girdin が直接的に微小管と結
合するという報告は少ないが、阻害剤を使って機能的な関連を示唆する報告がある。これ


























Girdin 相互作用分子の網羅的探索を施行した。まず、大腸菌を宿主としてベイトとなる GST 融
合蛋白質（GST、GST-Girdin NT、GST-Girdin CT2）を合成・精製した。次に、これらを固相化し
たセファロースビーズを脳室下帯抽出液と混合し、相互作用蛋白質を濃縮した。このビーズ画分
に 1M 塩化ナトリウム溶液を加えて溶出させた蛋白質を LC-MS/MS により分析し、GST-Girdin 
CT2 に特異的な 198 蛋白質を同定した。これらを Gene Ontology terms によって分類し、「移
動」あるいは「細胞骨格」に分類された 33 分子を選出した。さらに、「移動」及び「細胞骨
格」の両方に分類された 4 分子のうち、微小管結合蛋白質 CLASP2 に着目し解析した。免疫染色
の結果、CLASP2 と Girdin は脳室下帯のほぼすべての新生ニューロンに発現し、細胞内で共局在
することが分かった。また、Girdin および CLASP2 のフラグメント蛋白質を用いたプルダウンア











今回、CLASP2 と Girdin は複合体を形成し、新生ニューロン内で共局在することが確認されたこと
より、Girdin-CLASP2 相互作用がニューロン移動に関与する可能性がある。一方、Girdin は Hook 
protein ファミリーの微小管結合領域の配列と相同性を有することから HkRP1 (Hook-related 
protein1)とも呼ばれる。Girdin が直接的に微小管と結合するという報告は少ないが、阻害薬を使
って機能的な関連を示唆する報告がある。これらの報告と我々の結果と併せると、新生ニューロ
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